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平
成
21
年
３
月
22
日
、
戦
後
政
治
史
の
舞
台

と
な
っ
た
旧
吉
田
茂
邸
が
全
焼
し
ま
し
た
。
吉

田
茂
は
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
戦
後
の
日
本
外

交
を
主
導
し
、
敗
戦
国
日
本
の
独
立
を
果
た
し

た
昭
和
の
元
勲
、
ま
た
「
大
磯
の
賢
人
」
と
し

て
国
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
相
模
湾
に
面
し
、
富
士
山
が
一
望
で
き
る
旧

吉
田
邸
は
、
吉
田
茂
の
養
父
で
あ
る
吉
田
健
三

が
、
明
治
20
年
頃
大
磯
の
土
地
を
購
入
し
、
別

荘
を
建
て
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
吉
田
は
海
外
で
訪
問
先
の
歓
待
を
受
け
た
経

験
か
ら
、
戦
後
、
敷
地
内
に
外
国
貴
賓
が
宿
泊

で
き
る
い
わ
ば
迎
賓
館
の
新
築
を
思
い
立
ち
、

日
本
芸
術
院
会
員
で
あ
っ
た
建
築
家
の
吉
田
五

十
八
に
設
計
を
依
頼
し
、
京
都
の
宮
大
工
を
呼

ん
で
豪
壮
な
総
檜
造
り
の
数
寄
屋
風
和
風
建
築

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
「
吉
田
御
殿
」
と
呼
ば

れ
、
応
接
間
や
客
室
な
ど
13
部
屋
か
ら
な
る
こ

の
邸
宅
に
は
、
吉
田
の
政
界
引
退
後
も
政
財
界

の
要
人
た
ち
が
「
大
磯
詣
」
と
称
し
て
足
繁
く

通
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
晩
年
寝
室
と
し
て
使
用
し
て
い
た
部
屋
に

は
、
富
士
山
を
眺
望
で
き
る
大
窓
が
あ
り
ま
し

た
。
「
西
日
が
差
す
」
と
い
う
大
工
の
忠
告
に

も
構
わ
ず
こ
の
窓
を
作
ら
せ
た
と
い
い
ま
す
。

こ
の
部
屋
を
は
じ
め
、
書
斎
に
あ
っ
た
官
邸
直

通
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
あ
る
ダ
イ
ヤ
ル
の
な
い

黒
電
話
、
昭
和
54
年
日
米
首
脳
会
談
が
行
わ
れ

た
客
間
、
蒋
介
石
か
ら
贈
ら
れ
た
衝
立
な
ど
、

旧
吉
田
邸
に
は
政
治
史
を
彩
る
貴
重
な
資
料
が

数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら

す
べ
て
が
先
日
の
火
災
で
灰
燼
に
帰
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
残
念
で
す
。 

　
昭
和
42
年
10
月
20
日
、
穏
や
か
な
秋
晴
れ
の

日
、
「
富
士
を
見
た
い
」
と
言
っ
て
ベ
ッ
ド
か

ら
椅
子
に
移
っ
た
吉
田
の
目
の
前
に
は
、
息
を

の
む
ほ
ど
美
し
い
富
士
山
の
姿
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
一
言
、「
き
れ
い
だ
ね
、
富
士
は
」

と
呟
き
、
し
ば
ら
く
飽
く
こ
と
な
く
富
士
山
を

眺
め
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
日
、
富
士
山

を
こ
よ
な
く
愛
し
た
大
磯
の
宰
相
は
89
歳
の
生

涯
を
閉
じ
ま
し
た
。 
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★
大
磯
町
に
は
厨
芥
類
資
源
化
施
設

を
建
設
す
る
計
画
で
す 

　
「
熱
回
収（
焼
却
）施
設
」
は
、
既

に
施
設
の
更
新
計
画
が
あ
る
平
塚
市

に
、
「
厨
芥
類（
ち
ゅ
う
か
い
る
い
）

資
源
化
施
設
」
は
大
磯
町
に
設
置
し

ま
す
。
「
剪
定
枝（
せ
ん
て
い
し
）資

源
化
施
設
」
は
平
塚
市
、
大
磯
町
の

両
方
に
設
置
し
ま
す
。 

　
「
粗
大
ご
み
破
砕
処
理
施
設
」、

「
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
」、「
最
終
処

分
場
」
に
つ
い
て
は
、
平
塚
市
の
既

存
施
設
を
利
用
し
、
「
し
尿
処
理
施

設
」
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
大
磯
町

の
既
存
施
設
を
利
用
し
ま
す
。
熱
回

収
施
設
は
平
成
25
年
度
、
厨
芥
類
資

源
化
施
設
は
平
成
28
年
度
の
稼
動
を

目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
二
宮
町
か
ら
ご
み
処
理
広

域
化
に
復
帰
し
た
い
旨
の
要
望
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
配
置
計
画
が

変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

（
注
） 

熱
回
収（
焼
却
）施
設
：
単
に
ご
み
を
焼
却

す
る
だ
け
で
な
く
、
ご
み
焼
却
時
に
発

生
す
る
熱
を
利
用
し
て
発
電
な
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
回
収
を
す
る
施
設 

厨
芥
類
資
源
化
施
設
：
台
所
な
ど
か
ら
発

生
す
る
生
ご
み
等
を
資
源
化
す
る
施
設 

剪
定
枝
資
源
化
施
設
：
樹
木
の
枝
を
払
っ

た
後
の
枝
木
等
を
資
源
化
す
る
施
設 
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シリーズ vol.3

ご
み
処
理
施
設
の
配
置
計
画
は
？ 

大磯町 

可燃ごみ 熱回収施設 

施設の種類 対象ごみ 

広域処理施設の配置計画 

平塚市 

◎ 

可燃ごみ 厨芥類資源化施設 ◎ 

不燃ごみ、粗大ごみ 粗大ごみ粉砕処理施設 ○ 

資源ごみ（缶、びん、ペットボトル、 
　その他プラスチック製容器包装） 

リサイクルプラザ ○ 

剪定枝 剪定枝資源化施設 ◎※ ◎※ 

焼却残渣、不燃残渣等 最終処分場 ○ 

し尿、浄化槽汚泥 し尿処理施設 ○ / 将来（◎） 

◎：新設　　○：既設（改修含む）　※：破砕…平塚市　資源化…平塚市・大磯町 

▲旧吉田茂邸内の寝室（銀の間） 
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